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信じる者になりなさい(ヨハネ20:24-31）

その人にとって何が一番、大事なもので重要なのか、実際に何がその人にとって優先なのか、それは、その人の人生を左右することになります。今日、イエスさまは疑っていたトマスという弟子に現れて、このようにおっしゃっています。「わたしの手を見なさい。また、あなたの手を差し入れて、触ってみなさい。あなたが見てないから、触ってないから信じません。信じられないと言っているが、触ってでも、何をどうしてでも、信じない者にならないで、信じる者になりなさい」とおっしゃいました。これは、私たちにとって大事なもの、良いものがたくさんあるでしょうが、何が一番、大事で重要でなもので、何が一番、優先なのかをイエスさまが示して、語っていらっしゃる場面です。何があっても、何が何でも信じることが一番、大事なことであり、それこそ優先なのだとおっしゃっています。イエスさまが今日、トマスに、「あなたの手を差し入れて、触ってでも、とにかく、信じる者になりなさい」とおっしゃいました。その言葉が、私たち一人一人に伝わることを祈りたいと思います。信じること、イエスを信じること、それが、何より重要であり、優先です。そのことを、しっかりと心に留めていただきたいと思います。つまり、イエス・キリストを信じるということは、他にそれを邪魔するような、あるいは、それに何かのわけになるようなものは存在しないということでしょう。信仰は絶対的なものであり、絶対的な優先順位であると、イエスさまはよみがえられた後、この地上にいらっしゃる期間があまり残っていない時期に、すべてをまとめながらおっしゃったメッセージの中で語っていらっしゃったのです。みなさんにとって、信仰、つまり、イエスを信じる信仰はどういうものなのでしょうか。それによって、私たちの人生が左右されるようになるのです。
1． どんな理由があろうと
イエス・キリストを信じる信仰とは、どんな理由があろうとも優先されなければいけません。また、一番先に大事なものでなければいけません。今、トマスは、前回、イエスさまが弟子たちに会われたそのときに、その場にいませんでした。それで、後ほど、復活のイエスを見た弟子たちがトマスに「私たちはイエスさまを見たよ」と言ったときに、「いやいや、人が死んで、また、生き返って、よみがえられたというのは、元々、ありえない話だし、私は見たことがないし、自分で触ってみない限りは信じることはできない」とトマスが言いました。トマスが言っていることは、もっともな話かもしれません。別に、トマスが悪い話をしているわけではありません。そのトマスが一緒にいるときに、もう一回、イエスさまがその場に現れて「あなたがたに平安がありますように」と祝福して、ダイレクトにトマスに向かっておっしゃいました。
１）見てないから
　「あなたは見てないから、触ってないから、信じない、信じられないと言ったでしょう。それならば、触ってでも、きちんと見て、とにかく信じなさい。信じる者にならないといけない。つまり、あなたが見てなかったということが信じない理由にはならない。今までの私たちの常識で考えると、それはもっともな話になるかもしれないが、どんなにもっともな話でも、信じることができない、信じない理由になるものは、世に存在しない」とおっしゃっているのです。「理由がどうであれ、それを解消してでも、とにかく、信じないといけない。信じるものになりなさい」と訴えているような場面なのです。
２）科学的根拠
世の中の多くの人が、イエスさまを「信じません」という、さまざまな理由、いろいろな根拠を取り上げています。「それは科学的には合わない。科学的じゃありません」と、科学を根拠にして信じないと言いたいのです。信じない理由を、科学に持って行く人がなんと多いのでしょうか。イエスが海の上を歩いた、死んだ人がよみがえったなどは、科学的な根拠はありません。それから、今の人々も、「２千年前に私が直接、目撃したことではないので信じることができません。あれはイスラエルの地で起きたことなので、私たちとは関係ありません」といろいろな理由を言い出して、信じないようにしているのです。イエス・キリストはトマスに言いました。「あなたは見たから信じるのか。見ずに信じる者は幸いだ」これからは天に昇られるので、よみがえられたイエス・キリストを見て、くぎの跡に手を差し入れて触ったりはできないのです。そのイエス・キリストのお話、福音の話を聞いて信じる者が幸いなものとおっしゃっているのです。多くの人が科学がすべての根拠になると思っていますが、科学そのものに限界があるということをほとんど認めようとしていないのです。科学は万能ではありません。科学は学問の一つなのです。科学で解決できない、また、触ることができない分野はいくらでもあります。それなのに、その科学を根拠にして信じることはできないと言い、イエスさまのお話をしたりすると、多くの人がこのような反応を見せるのです。
３）うわべを見て
「教会がぐじゃぐじゃで、変な人間ばかり集まっていて、教会にトラブルがあり、見苦しいことを見たから、私はもう行かない。信じません」というのは、確かにそれは反省し、修正しないといけない部分かもしれません。でも、イエスさまはおっしゃっています。「そのようなうわべを見て、それが本当だったとしても、それがイエスさまを信じない理由にはなりません。それでも、信じない者にならないで信じる者になりなさい」と。特に外側の多くの人は私たちを見ています。そのような意味で、私たちは気をつけないといけないでしょう。私たちのいろいろな面を見て「へー。クリスチャン、イエスさまを信じるというのはあれぐらいなのか。あの人間なのか。だったら私はイエスさまなど信じません」と、自分なりにはそれが根拠となり、理由になるかもしれません。また、嘘でもないし、トマスのように「見てないから信じません」というのも、もっともな話かもしれません。それにもかかわらず、イエスさまはおっしゃっています。ある意味、イエスさまは訴えていらっしゃいます。「それでも、そのようなことは理由にはなりません。教会の中のクリスチャンがどんなにぐじゃぐじゃな人間であっても、それが、あなたがイエスを信じない理由にはなりません。信じない者にならないで、信じる者になりなさい」と。特に若者の場合は、クリスチャンホームから生まれて、自分の親がクリスチャンとして、どうしても納得できない、どうしても見本にならないということで、途中から「もう、私は絶対に信じません。教会なんかいりません」という人がいます。それは悲しいことであり、本当にその親はいろいろなことを考えないといけないと思います。それにもかかわらず、イエスさまはおっしゃっています。「親が見本にならなかった。親の信仰がだめだったということが、あなたがイエスを信じない理由にはなりません。信じない者にならないで、信じる者になりなさい」と。トマスに向かって言ったように「触ってないから、見てないから信じないのか。ほら、触りなさい。見なさい。そして、信じない者には絶対にならないで、とにかく、信じる者になりなさい」というニュアンスなのです。「あなたには信じない自分なりの理由、もっともな理由、合理的な理由などがあるかもしれません。でも、それは本当は信じない理由にはなりません。世の中にイエスさまを信じない理由など、存在しないのです」ということです。
４）都合のために
　ある人は、「行きたいのですが、今は、仕事がものすごく忙しいので、ちょっと落ち着いたら、そのときに考えてみましょう」と言います。仕事が忙しい、商売繁盛するということは、いいことかもしれません。でも、イエスさまはおっしゃっています。「あなたの仕事が忙しいということが、イエスさまを信じない理由にはなりません。そのような理由で信じないとならないで、信じる者になりなさい」と。時には「私のようなだめな人間には、そんな余裕なんかありません。あまりにも自分自身がみじめな者なので、私のような者は神を信じたり、神の前に出たり、教会に行ったりなどは、ありえないし、できません」という人がいます。「あなたがどんなみじめな人間、どんな凶悪な犯罪を犯したのかわかりませんが、それがイエスさまを信じない理由には当たりません。信じる者になりなさい。イエスさまを信じる信仰は、絶対的なものなのです」とおっしゃっています。何より、イエスさまを信じる信仰、これが優先であり、それに先立って、それに上回るような、それを邪魔できるような理由は、実は世の中に存在しないということを、今日、イエスさまのお話の中から、トマスとの会話の中から、私たちはしっかりとくみ取り、示されて、心にそのように整理しないといけません。もしかして、みなさんの中に、ここに来ている方々の中にはいらっしゃらないでしょうが、何らかのいろいろな理由で、「ここに座っているが、本当は信じたくない。信じられない」という人がいらっしゃるなら、ぜひ、信じない者にならないでください。その理由が何なのかよくわかりませんが、それは本当は理由になりません。極端に申し上げますと「いや、聞いていないから、私たちは信じません」と言っても、聞いていないことも理由にはなりません。それでも、信じない者にならないで、信じる者になってください。このイエスさまを信じるということはどういうことなのか。その重みをイメージしていただきたいと思います。そこまで、おっしゃっているのです。信じないことに対して、いろいろなことを取り上げるのではないでしょうか。

残念ながら、私のものすごく近い人の中で、小学校のときから、私より教会にとても熱心に通っていた人がいます。私は適当な者だったのですが、その人は大学に入ってからは、進化論みたいな、それに関係する学問を勉強するようになりました。その影響なのかよくわかりませんが、そのような理論を学んでいくうちに、だんだん、教会から遠ざかり、結局、信じない者になってしまいました。なんと悲しい、残念なことでしょうか。進化論そのものは科学でもなんでもありません。それは、どこかの宗教的な信念なのです。何かの仮説を先に立てておいて、それにすべてを無理やり当てはめていく理論です。昨日もテレビでそのような番組を、６０周年記念とかでやっていましたが、そのような何かの勉強、科学的な、学問的な理論などに、だんだん、影響され信じなくなってしまいました。どんな学問的な理論であっても、それがイエスさまを信じない理由にならないのに。私たちにとって、信じないようにする理由に何があるのでしょうか。一人一人、個人的にどんな何かがあるのでしょうか。それが、一切、理由になりません。そのことによって、信仰にあいまいで、信仰に結論を出すことができないまま、あるいは信じない方向に向けて、「そのような者にならないで、信じる者になりなさい」とおっしゃっているのです。私たちのレベルから考えたときには、なぜ、そんなでたらめなのかと思うかもしれませんが、日本人が好む、きちんと前後、ステップを踏んで、時間がかかっても、それから結論を出すような形にしないで、信じなさいとおっしゃいました。だから、ある意味、日本人的な性格は、そのような意味では、また、非常事態のときには邪魔になることもあります。普段の安全なときには、いちいち全部、淡々とステップを踏んでやるのがいいかもしれませんが、非常事態には臨機応変にしなければ、目の前に人が死んでいるのに、ルールのマニュアルを探して、この部署の決裁を経てじゃないと責任を取りたくないからとなってしまうのです。イエスさまを信じるというのは非常事態のようなものなのです。本当は見てないものを信じるのは、なかなか無理なことではないでしょうか。しかし、「見てないから信じないのか。それならば、見なさい。触ってみなさい。とにかく、信じる者になりなさい」と、その間のすべてを全部、省いておっしゃっています。ぜひ、信仰というものは、そのようなものだと理解してください。信じない理由などは存在しません。信じなければいけません。理由がどうであれ、都合がどうであれ、どのような事情があろうが、イエス・キリストを信じないといけません。自分の都合ゆえにイエスさまを信じることはできませんという人はいますか。信じない都合などは存在しません。だまされないようにしてください。これがイエスさまがトマスに訴えかけていらっしゃるイエスさまの愛であり、情熱であり、愛情なのです。私たちが見たときには、何か間を省いて、ポーンとおっしゃっているように聞こえるかもしれませんが、イエスさまは、そのようにおっしゃるしかありません。信じない者にならないで、信じる者になりなさい。
2． イエスを信じないと
１）死と滅び
なぜなのでしょうか。どんな理由があろうがイエスさまを信じないと、その人は死と滅びに捕らわれて、滅びるしかないからです。どんな理由があろうが、イエスさまを信じないと、その人は滅びの運命に捕らわれているまま滅びるしかないからです。それで、イエス・キリストはおっしゃっているのです。信じない者にならないで、信じる者になりなさい。自分で気づいているかどうかと関係ありません。人間というものは、実は神のかたちに創られたものなのです。神様なしでは幸せも、生きることも、生きがいも、保障も何もないものなのです。まるで、魚が水の中を泳いでいないといけないのと同じように、人間はたましいが与えられている唯一の霊的な存在なので、神様なしでは、神様と一緒でないとだめな人間なのに、残念ながら聖書には「すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない」とあります。罪によって、その神と離れ、神を失い、神から永遠に捨てられたかたちになってしまいました。それだけだったらいいでしょう。実は、人間というものは、その人がどのように生きるか、どのような地位に就くかの前に、生まれながら神の御怒りが、その人の人生に留まっている者なのです。神の御怒りが留まり、滅びの運命の力に捕らわれて、神を失った人間のたましいを、目に見えない悪魔、サタンというものが支配するようになり、結局は、さまざまな苦しみにあい、永遠の刑罰のほうに行くしかない存在になりました。神を失い、いのちを失い、目に見えない悪魔、サタンが支配する状態になっているのです。そして、そのことが生きている間に、様々な形で現れます。精神的ないろいろな問題、自分の頭では理解できない、さまざまな霊的な問題、肉体的な病気や、人間関係、人生そのものが壊れていくような、いろいろな失敗を経験し、辛い苦しみを味わうしかありません。これが単純なことではなくて、霊的な問題であり、根っこから運命に捕らわれているのです。残念ながら、世の中には良いものがたくさんあり、素晴らしい理論もあるし、必要なものもたくさんあります。しかし、この人々が抱えている、根本的な霊的な問題は何一つ、解決することができません。神様は私たち人間をとても愛して、ほっておかないで、私たちが助かる道を備えられました。私たちが滅びの運命、サタンの力、その罪から清められ助かり、神の祝福に預かることができる道を備えられたのです。
２）イエスはキリスト
神様以外にはできません。その道がイエス・キリストです。世界中でイエス・キリストの他に、私たち人間が助かる道は与えられていないと、イエスさまご自身もおっしゃいました。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」と。まるで魚が水から出たように、赤ちゃんが誘拐されて、親の元から離れて苦労しているかのように、人々は根本的な祝福から離れて、今、暗やみの力に捕らわれ苦労しているのです。だから良いものはたくさんありますが、イエス・キリストだけが、この私たちの人生を苦しめている悪魔の頭を踏み砕いて、悪魔のしわざを打ち壊した唯一な方なのです。イエス・キリストだけが、信じると神様と出会って、いのちを与えられる神に出会える道となります。イエス・キリストだけが私たちのすべての罪、のろい、滅びの運命を完全に打ち壊して、それを清めることができる唯一の方なのです。つまり、イエスさまだけがキリストなのです。ですから、理由はともかく、イエスを信じないとこの創世記３章の霊的な暗やみ、滅びの運命の力からは一歩も出られません。他には道がありません。イエス・キリストだけなのです。それで、イエスさまは「理由はともかく絶対に信じない者になってはいけません。イエスを信じる者になりなさい。イエスを信じないと、その人は滅びの運命に捕らわれて、滅びるようになります」とおっしゃいました。
３）どんなに立派でも
その人は、どんなに立派な人でもかまいません。それは歴史の中に証拠がすべてあり、聖書を見ると、ナアマン将軍のように、国のために貢献して認められている将軍であっても、また、ニコデモのようにすべてを手に入れた優秀な人間でも、イエスさまを信じないと、滅びるのです。その人の立派さや、優秀さなどが、この人が抱えている根本的な罪の問題、霊的な問題を解決することができないのです。それはキリスト以外には方法がありません。イエスだけがキリストなので、ぜひぜひ、覚えてください。理由はともかく、イエスを信じないといけません。それが大優先です。どんな理由でも、その後なのです。特に、学問の研究をしている方々、勉強をたくさんしている方々は、そのような立派な理論的なことに慣れているので「ともかく、イエスを信じなさい」と言われると、なかなか納得がいかないようです。それで、イエスを信じることより、他の何かが優先で、先になってしまうのです。イエスさまを信じることは、「触ってでも、信じない者にならないで、信じる者になりなさい」ということが、絶対的な優先なのです。
４）どんなに良いものを持っていても
イエスさまを信じないと、その人がどんなに良いものを手に入れたとしても、その人は滅びの運命のままなのです。不幸な人生から一歩も出られません。他には道がありません。今、このイエスさまの心境がある程度、伝わっているのでしょうか。トマスに向かっておっしゃいました。「あなたは見てないから、触ってないから、信じないのか」と。みんな、そのような理由があると信じないのが当たり前だと思っているのです。イエスさまは、「理由はともかく、とにかく、どんな方法でも、その理由を解消してイエスさまを信じる者になりなさい。そうでないと大変なことになります。どんな理由があろうが、どんな立派な人間でも、どんなに優秀な何かを持っていても、イエスさまを信じない限りだめなのです」とおっしゃいました。理由がないのです。イエスさまを信じなさい。信じる者になりなさい。みなさんに、イエスさまに飛び込むことができない、イエスさまを素直に心から救い主として信じることをためらう理由が、もしかして、あるのでしょうか。何があるのでしょうか。それは理由になりません。もし、それが理由になって、もっともな立派な理由かもしれませんが、それが理由で、イエスさまを信じることをためらうのであれば大変なのです。どんなに豊かになって、大金持ちになっても、ノアの時代のような大洪水に、災いに遭うしかありません。どんなに建てて、自分で精いっぱいがんばって積み上げたとしても、バベル塔が崩れて、すべてが崩れるように穴だらけになったり、粉々になるしかありません。アダムのように、カインのように、根本的に捕らわれているところから、一歩も出られず、ずっと霊的な問題を患うしかありません。最終的には、決まったところに行くしかないのではないでしょうか。理由が、どのような理由であっても、イエスさまを信じる信仰の前に、取り上げることのできる理由などはありません。存在しません。そのことを、ぜひ、今日、もう一度、確認し、イエスさまを信じるようになったみなさんは、心から感謝して、他の何かぐじゃぐじゃなもの全部、下して、イエスさまを信じましょう。キリストが大優先で、絶対的なものです。そして、どのような理由が現れても揺るがすことができないように、揺れないものとしてしっかり持っていてください。それが、私たちの人生を支えるようになるでしょう。世の中には良いものもたくさんあります。でも、どんなに良いものであっても、権力や名誉が手に入り、お金が入って、愛情が注がれて、自分なりに立派なイデオロギーや思想を持っているとしても、イエスさまを信じないと滅びるのです。だから、そのようなことは理由になりません。自分なりにはもっともで、神様がご覧になったときには、偉そうに理由を取り上げますが、そのような理由などに捕らわれず。それを早く捨てて、信じない者にならないで、信じる者になりなさい。なぜでしょうか。信じないと、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者」のままであり、死と罪の原理に捕らわれたままであり、滅びの運命のままなのです。そこに、まことの幸せ、まことの安らぎは得られません。イエスさまは結局は一点張りなのです。神様もその一点張りなのです。イエスを信じない限りは救いはありません。それ以外には、こんがらがる理由など一切ありません。これは明らかに明確にならなければいけません。それで、聖書の最後にもこう書いています。この聖書が書かれている理由は、他にもいろいろなしるしがあったのですが、その中で選んで、必要な内容だけを書き記しました。なぜ、このような内容だけ書いたのかというと、イエスが神の御子キリストであることを信じるために、信じて滅びることなく、永遠のいのちをもつために、目的はそれだけです。神の目的はイエスを信じることなのです。そのほかには救いの道がないので。聖書の目的もイエスを信じることなのです。そのイエスを信じることを邪魔するような理由は存在しないことを覚えて、イエスさまを信じる信仰に立っていただきたいと思います。
３．イエスを信じると
１）永遠なる解放
それから、なぜ、イエスさまはこのように「イエスさまを信じなさい。理由はともかく信じなさい」とおっしゃったのかというと、イエスさまを信じるとその瞬間、今まで、イエス以外には絶対に解決できない、捕らわれていた罪、運命、サタンの鎖から、永遠に断たれて解放されるようになります。それで、イエスさまを信じなさいと言われるのです。

２）永遠なる同行
しかも、イエスさまを信じると、そのときに、神様が遠く離れて会えない神様が、イエス・キリストをとおして、私たちに訪ねてこられて、私たちの中に入って、聖霊をとおしてともにおられ、永遠に離れることなく私たちとともに歩くようになります。そうでないと、世の中を生きていけません。世の中で勝利できません。また、実を結ぶということはありえません。自分自身に勝つこともできません。自分の弱さや、過去にも勝てません。この世のさまざまな力にも勝つことはできません。勝てないのです。でも、全能の神様がイエス・キリストを信じると、ともにおられるようになります。自分の弱さも、世の中の力も、自分の失敗さえ、何一つ気になることのない勝利の者になるのです。
３）永遠なる保障
それから、イエスさまを信じた、その瞬間から、主が永遠にともにおられるわけですから、天の御国の国籍が与えられ、永遠に保障されるようになります。私たちがこれからどうなるのか心配などしてもいけないし、しなくても結構なのです。もう、すでに保障されているのですから。イエスさまを信じると、過去、現在、未来の人生のすべての問題を解決するようになります。これはイエスさまを信じること以外にはできません。ですから、イエスさまは「理由はともかくイエスを信じる者になりなさい」とおっしゃっているわけです。もちろん、正確に申し上げると、信じることも神様の恵みです。でも、ある角度からは、「イエスさまを信じなさい」とおっしゃいます。信じない者にならないで、信じなさい。信じるとこうなります。その御子イエス・キリストを信じる者は、いのちを得るために、この聖書が許されているのです。聖書を最初から最後まで全部、研究してイエスを信じないというのは、研究ではありません。サタンに見事に利用されているだけなのです。多くの人が聖書を研究しながら、「キリストは立派な方だね。でも、他の宗教にも、いろいろな道があって、キリスト教もひとつの道なんだ」という話をします。しかし、道はキリストしかありません。それで、聖書はイエスを信じることを目的として書かれたのです。それが神の願いであり、目的です。神の目的はこの一点しかありません。イエスさまの願いも一点しかありません。だから、キリスト教会は、すべてを全部をカバーしながら、一点張りなのです。イエスを信じなさい。信じない限り、その次は全然、違います。イエスを信じなさい。すべての理由を全部、排除してイエスを信じなさい。なぜ、イエスさまがそのようにおっしゃったのかを覚えつつ、私たちにあるさまざまな理由、それが片づけられる祝福を祈りたいと思います。
４）まことの安息と力と希望
それから、イエスを信じるとどうなるのか。それを素直に受け入れて、感謝していただきたいと思います。イエスを信じると、その人には世が与えるのとは違うまことの安らぎが与えられ、その中を歩くようになります。さきほども申し上げましたように、イエスを信じると、世の中を生きている間、神の力によって勝利することができる、勝利の力を持つようになります。どんなに弱い人間でも構いません。そして、イエスを信じると、世の中の人には絶対にありえない、本当の意味で希望を持つようになり、希望にあふれる人生を歩くようになります。それで、イエスさまは信じない者にならないで、信じる者になりなさいとおっしゃいました。
結論

結局すべての問題のポイントは、信じるか、信じないかだけなのです。みなさんに、どのような暗い過去があり、どのような問題、悩み、災いが来ているのでしょうか。問題はそれではありません。そのすべてから解放されて、そのすべてに打ち勝ったイエス・キリストを信じるか信じないかが、人生のポイントなのです。イエスさまを信じている方々は、今現在、どのような弱さや、どのような悩みを抱えて、どのように重いかよくわかりませんが、それが問題ではありません。子供の問題ではありません。健康も、病気も問題ではありません。経済的なことも問題ではありません。そのすべての中から、それが問題にならないようにともにおられる神様を、イエス・キリストを信じるか、信じないかの戦いなのです。だから、信じない者にならないで、信じる者になりなさい。なぜ、信じないのでしょうか。この理由で、あの理由で、本当はこれでといろいろあるかもしれません。本当に今までご苦労様でした。それはもっともな理由で、十分、理解できます。しかし、本当の本当のことがわかれば、それは理由にはなりません。それを理由にしないで、信仰を邪魔されないで、信じない者にならないで、信じる者になりなさい。イエスさまの、この切ない情熱に捕らわれて、訴えかけるこの言葉をぜひ聞いてください。私たちを愛して愛して止まないイエスさまが、おっしゃっているのです。「信じない者にならないで。信じないとおしまいなのだよ。信じないと大変なのだよ。理由はどうであれ、信じる者になりなさい」と。今日から、みなさんの信仰をこの一点張りに絞って整理していきましょう。何があってもキリストを最優先する頭にしてください。理由はともかく、どんな都合があろうが、キリストを最優先し、真っ先にキリスト、常にキリスト、結局キリストです。ただのキャッチコピーでなく、私たちの頭をそのように改造していきましょう。疲れているのでしょうか。イエスの御名を呼ぶことができないほど、疲れているのでしょうか。神様は、それを十分、理解して、ご存知だと思います。ある意味では、そのようなトンネルをくぐっていく時刻表かもしれません。結局は、キリスト一点張りに絞られた人間にするために神様は苦しみの期間を許されるかもしれません。まわりから、あまり「だめ。早く出ないと」とするのも、気持ちはわかりますが、聖霊の導きをお互いに導かれないといけないでしょう。失敗する時刻表かもしれません。でも、おっしゃっています。信じない者にならないで、信じる者になりなさい。これから、私たちの頭、脳細胞はキリストを最優先にしてください。最優先という意味は何でしょうか。今日、それを申し上げます。理由はともかく、ぜひ、やってみてください。必ず変わりますので。それから、信仰を優先にしましょう。そのキリストを本当に信じる信仰、キリストをまず告白して、取り上げて、キリストを信じる信仰を優先にしましょう。そして、それがきちんとできたときにキリストにある、キリストを信じる者に与えられている祝福、キリストを信じるとどうなるかに対して、つまりキリストを優先にして、信仰を優先にするというのは、キリスト、信仰の方に行きますということです。死の影の谷を歩いているけれども、いろいろな病気が私を苦しめているけれども、私はキリスト、信仰、キリストにある祝福の方向に行きますという意味なのです。それで、そちらの方に行って、本当に感謝して、そのキリストによって、主がともにおられる、すべてから解放されたその祝福を感謝し味わうことを最優先にしていきましょう。私たちには、それを優先しようとすると、他にいろいろなものが先に飛び交うようになるでしょう。それを消さないといけません。それは理由になりません。「私がキリストを信じます。感謝します。これから、これを味わいます。主を見上げます」と信じることに対して、他に、それを邪魔できるようなものは本当は存在しないということを、約束として覚えて、カットしてください。これを優先していきましょう。それで、もしかして、ステパノのように死んだのなら、死ねば結構ではないでしょうか。私たちは死ぬか、生き残るかでなく、きちんとキリストを優先し、信じる者になるか、ならないかであって、信じて死んだなら、死ねば結構ではないでしょうか。そちらを優先にしていきましょう。これは戦いなのです。そうすると、みなさんの脳細胞が変わって、それによって影響されていた気持ちや心や精神の状態も変わるようになります。暗やみの力は砕かれて門が開かれるようになります。信じてください。信仰の大盾を立てて、信じない者にならないで、信じてください。だから、それをもっと具体的にするために、私たちは一日のスタートに、優先すべきところ、一番最初のときを、キリスト、信仰、感謝、味わうことでいっぱいにし、満たしていくようにしていきましょう。信仰、味わうことが最優先であれば、これから２４時間、どういうことにも、これを当てはめていかなければいけないでしょうが、そのために覚悟してください。一日のスタートを信仰によってやると覚悟してください。理由はともかく「やっても、そんなに変わらないし、問題がどんどん、ねじ曲がっていくだけだよ」というのも、理由になりません。それでも、信じないといけません。最後の最後まで信じることです。神様がみなさんを、そのような恵みを与えて祝福を与えられるようになるでしょう。信仰の戦士になるように、信仰の兵士になるように、神様がみなさんを一人一人祝福されることを信じます。もう一度言います。みなさん、ものすごい奇跡を見ていないので、なかなか信じられないのでしょうか。みなさんの病気が治らないから、信じられないのでしょうか。それは理由になりません。イエスはキリストです。この言葉を聞いて信じる者は幸いです。信じてください。信仰を守りとおしてください。どんな理由があろうが全部、カットしてください。最後にもう一度言います。信じない理由は世の中に存在しません。でも、私たちにはいっぱいあるのです。ともかく信じてください。信じないとやられてしまうのです。その戦いだけです。誰かを恨んだり、誰かのせいにしたり、何かのせいにしたりすることも、全部、捨ててください。私が信じるか信じないかの戦いなのです。
〈お祈り〉

愛する天の父なる神様、ありがとうございます。今日も主が尊い血潮を流されて、買い取られ、神の子どもにし、私たちをとおして、世の中を福音の光をもって、変えていこうとして召された兄弟姉妹を、ともに礼拝をささげる幸いをありがとうございます。どうか、一人一人がどれほど尊い存在なのか、それに気づき、本当に今までのすべてのやり方、脳の構造を改造する覚悟をもって、キリスト、信仰を味わうことを一点張りにすべてを絞って、最優先にする信仰者にしてください。神の国が現れ、証拠が現れることを心から感謝いたします。それで、私たちを証人として主が用いてください。どんな理由であれ却下される信仰の戦いに勝利できるように一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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